
Center for Southeast A
sian Studies K

yoto U
niversity

039

地域研究では、さまざまな資料やデータを世界中
で収集しています。これらの資料やデータを使って
研究を進める上で、デジタル化やデータ分析は不可
欠です。地域情報学は、このような情報処理的作業
を支援する情報ツールやデータ処理法の研究開発を
目的として、開始されました。
地域情報学の開始当初は、デジタル化の方法、メ

タデータの作り方、それらを貯めて利用するデータ
ベースシステムの開発などが主な研究開発テーマで
した（下記の文献 [1]、[2]）。ここから生まれた情
報ツールが、Ｍｙデータベースや資源共有化システ
ムです。データベースの構築には、データベースシ
ステムやサーバ装置やネットワーク機器などに関す
る知識や技術が必要です。そこでＭｙデータベース
は、このような専門知識を持たない研究者であって

も、簡単な操作でデータベースを作れるように工夫
した情報ツールです。東南アジア地域研究研究所で
は公開・非公開を含めて約 100 データベースがあ
りますが、その殆どはＭｙデータベースで作られて
い ま す（https://kyoto.cseas.kyoto-u.ac.jp/
collections/#db）。資源共有化システムは、Web
上の地域研究関連データベースをまとめて検索する
ツールです。国内外の地域研究に関わる約50のデー
タベースを一度に検索できます。日本語のキーワー
ドであっても、タイ語のデータベースならタイ語で
検索できる機能を持っています（http://app.
cseas.kyoto-u.ac.jp/GlobalFinder-lg/cgi/Start.
exe）。
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通常のデータベースはキーワードを使って検索し
ますが、地域研究データの場合は、位置や時間の情
報もデータ整理（地図や年表にするなど）や検索に
お い て 重 要 で す。 そ こ で GIS（Geographic 
Information System: 地 理情報システム）や
Timeline などを利用した可視化・分析ツールの研
究開発も行っています。さらに、地名を緯度・経度
（例えば、多賀城（貞観地震が発生した際の国府）
の位置を緯度 : 38.306667 経度 :140.988333）
に変換したり、和暦を西暦年（貞観 11年 5月 26
日（貞観地震の発生した日）をグレゴリオ暦の 869
年 7月 9日）に変換したりするツールの開発など
も行っています（下記の文献 [3]、[4]、[5]）。
1990 年代以降のインターネットを含む情報技術

（IT）の急速な進歩により、地域社会に関する情報
の多くがWeb や SNS などを通じてリアルタイム
で交換されるようになり、衛星やセンサからは時々
刻々と大量の環境データなどが生み出されていま
す。地震や津波などの大規模災害発生時や国政選挙
などの際に、この傾向は顕著となります。地域研究
においても、インターネット上のビッグデータは、
研究に欠かすこことのできない対象となりつつあり
ます。一方、コンピュータの演算能力の絶え間ない
向上や人工知能などの新しい情報処理技術の登場に
より、これまでは困難とされてきた課題についても
計算できるようになってきました。そこで、地域情
報学の新たな課題として、インターネット上のビッ
グデータに自然言語処理や機械学習を応用して地域
の状態を「見える化」できないか、さらにモデルと
シミュレーションを組み合わせて地域の動向を予測
（例えば、ある政策を実施した場合の効果など）で
きないかという研究に取り組んでいます。これが今
回の動画の内容です。この目論見が成功するかどう
かは定かではありませんが、たいへん魅力的な研究
テーマと考えて取り組んでいます。
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